
園目
平成 31年度春期

データベーススペシャリスト試験

午後 l 問題

12:30~14:00 (1時間 30分）

ー
I

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

I 
問 1～問 3

2問選択二
5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又は HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあリます。生年月日欄につい

ては，受験票の生年月日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入してくださ

し‘。

(3) 選択した問題については，次の例に従って， 選択欄の問題番号を0印で囲んで

ください。 0印がない場合は，採点されま

せん。 3問とも0印で囲んだ場合は，はじ 〔問 1' 問3を選択した場合の例〕＿ 
めの 2問について採点します。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内

に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっき リと書いてく

ださい。読みにく い場合は，減点の対象に

なリます。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返 して，必ず読んでください。
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問題文中で共通に使用され る表記ルール

概念データモデル，関係スキーマ，関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルール

を次に示す。各問題文中に注記がない限リ，この表記ルールが適用されているものとする。

1.概念データモデルの表記ルール

(1) エンテイテイタイプとリレーションシップの表記ルールを，図 1に示す。

① エンテイテイタイプは，長方形で表し，長方形の中にエンテイテイタイプ名を記

入する。

② リレーションシップは，エンテイテイタイプ間に引かれた線で表す。

“1対 1"のリレーションシップを表す線は，矢を付けない。

“1対多＂のリレーションシップを表す線は，“多”側の端に矢を付ける。

“多対多’'のリレーションシップを表す線は，両端に矢を付ける。

1対1 IエンテイティI
タイプ名

|エンテイティ
タイプ名

1対多 Iエンテイティ I エンテイティ
タイプ名 ＞ タイプ名

多対多 IエンテイテイI(
タイ プ名

|エンテイティ
） タイプ名

図 1 エンティ テ ィタイプとリレーションシップの表記ルール

(2) リレーションシップを表す線で結ばれたエンテイテイタイプ間において，対応関係

にゼロを含むか否かを区別して表現する場合の表記ルールを，図 2に示す。

① 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンテイテイタイプ

に対応するインスタンスが存在しないことがある場合は， リレーションシップを表

す線の対応先側に “O"を付ける。

② 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンテイテイタイプ

に対応するインスタンスが必ず存在する場合は，リレーションシップを表す線の対

応先側に‘‘●’'を付ける。
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“A” から見た “B” も， “B'’ から見た “A’'も， 1エンティティ
インスタンスが存在しないことがある場合 タイプ “A"

“C” から見た “D"も， ‘‘D'’ から見た “C’'も， 1エンテイティ
インスタンスが必ず存在する場合 タイプ “C"

エンテイティ

タイプ “B"

エンテイティ
タイプ ‘‘D"

“E’'から見た “F"は必ずイ ンスタンスが存在す エンテイティ エンテイティ

るが， ‘‘F” から見た “E” はインスタ ンスが存在 1タイプ “E'’ドう一——●→| タイプ ‘‘F'’
しないことがある場合

図 2 対応関係にゼ ロを含むか否かを区別して表現する場合の表記ルール

(3) スーパタイプとサブタイプの間のリレーションシップの表記ルールを，図 3に示す。

① サプタイプの切リロの単位に“△”を記入し，スーパタイプから“△”に 1本の

線を引く。

② 一つのスーパタイプにサブタイプの切リロが複数ある場合は，切リロの単位ごと

に“△”を記入し，スーパタイプからそれぞれの“△”に別の線を引く。

③ 切リロを表す‘‘△”から，その切リロで分類されるサプタイプのそれぞれに線を

弓I<。

スーパタイプ
“A” 

サブタイプ サプタイプ サプタイプ サプタイプ

"B" “C” “D” “E” 

スーバタイプ “A’'に二つの切リロがあリ，それぞれの切リロにサプタイプ “B"と

“C"及び “D’'と “E"がある例

図 3 スーパタイプとサブタイプの間のリレーシ ョンシップの表記ルール

(4) エンテイテイタイプの属性の表記ルールを，図 4に示す。

① エンテイテイタイプの長方形内を上下 2段に分割し，上段にエンテイテイタイプ

名，下段に属性名の並びを記入する。 1)

② 主キーを表す場合は， 主キーを構成する属性名又は属性名の絹に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし， 主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，
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破線の下線を付けない。

エンテイテイタイプ名

属性名 1，展性条．2，…

…，属性名 n

図 4 エンテ ィテイタイプの属性の表記ルール

2.関係スキーマの表記ルール及び関係データベースのテーブル （表）構造の表記ルール

＇ I (1)関係スキーマの表記ルールを，図 5に示す。

関係名（属性名 1，屈性名 2，隅．性条．-~'·· ·,屈性名 n)

図 5 関係スキーマの表記ルール

① 関係を，関係名とその右側の括弧でくくった属性名の並びで表す。 1) これを関係

スキーマと呼ぶ。

② 主キーを表す場合は， 主キーを構成する属性名又は属性名の組に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし， 主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，

破線の下線を付けない。

(2) 関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルールを，図 6に示す。

テープル名（孤五.l,丑五.l,烈．名．a,．．．，列名n)

図 6 関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルール

関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルールは，（1）の ①～ ③で “関係

名”を“テープル名＂に，“ 属性名”を“列名’'に置き換えたものである。

注 1) 属性名と属性名の間は“,’'で区切る。
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問 1 データベース設計に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

A社は，スポーツイベント（以下，大会という）の運営サービスを主催者に提供し

ている大会運営サービス会社である。 A社では，大会運営システムを新たに構築する

ことになリ， B君がデータベース設計を任された。

〔大会の登録から参加申込受付の準備まで〕

1. 主催者

(1) 大会を主催する団体を主催者という。

(2) 主催者は，主催者番号で識別し，主催者名， 代表者氏名，住所， 電話番号，

メールアドレスを登録する。

2.種目と種目分類

(1) フルマラソン，ハーフマラソン，自転車ロー ドレースなどを種目という。

(2) 種目は，種目コードで識別し，種目分類コードで，ランニング，自転車レー

スなどに分類する。

3.大会

大会は，大会番号で識別し，大会名，開催年月日，開催場所の都道府県コード，

主催者番号を登録する。

4.運営サービス

(1) A 社が主催者に提供するサービスを運営サービスという。運営サーピスには，

大会に関する告知サービス，大会への参加申込みを受け付けるエントリサービス，

記録計測サービスなどがある。

(2) 運営サービスは，運営サービスコードで識別し，運営サービス名，課金単位，

単価を登録する。

(3) 主催者は，大会ごとに一つ以上の運営サービスを選択する。A 社は，主催者

が選択した運営サーピスを登録する。

5. エントリ枠

(1) 大会において，参加希望者からの参加申込みを受け付ける単位をエントリ枠

という。主催者は，大会ごとに一つ以上のエントリ枠を登録する。エントリ枠は，

大会番号とエント リ枠番号で識別し，エント リ枠名，エントリ枠説明，種目 コー
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ド，定員，参加喪用，募集期間（募集開始年月日～募集終了年月日）などを登録

する。

(2) 一つの大会において，幾つかのエントリ枠に同じ種目を登録することがある。

例えば，フルマラソンに対して，一般枠，地元優先枠，アスリート優先枠の三つ

のエントリ枠を登録することがある。

(3) エントリ枠に対する参加者を決める方式には，先着順と抽選があり先着順

抽選区分で分類する。抽選の場合は，抽選年月日を登録する。抽選年月日には，

募集終了年月日よリも後の日付を登録する。

(4) エントリ枠には，エントリ枠状態を保持する。エントリ枠状態の取リ得る値

には，参加者を決める方式ごとに，先着順の場合は， ‘募集前', ‘募集中', ‘参

加者確定’があリ，抽選の場合は，‘募集前＇， ‘募集中', ‘抽選中', ‘参加者確

定＇がある。

6. アイテム

(1) 大会で，参加者に配布する参加賞や，ナンバカード， ICタグなどをアイテム

という。

(2) アイテムは，アイテムコードで識別し，アイテム名を登録する。

(3) 主催者は，大会ごと に利用するアイテムを複数登録することができる。

〔大会への参加申込みから参加致用の入金まで〕

1．会員

(1) 大会の参加希望者は，あらかじめ会員登録をする。

(2) 会員は，会員番号で識別し，会員氏名，性別，生年月日，住所，電話番号，

メールアドレスを登録する。

2. 参加申込み及びエント リ枠状態の設定

(1) 会員は，参加したい大会に対して，エント リ枠を指定して参加申込みを行う。

(2) 会員は， 一つの大会について一つのエントリ枠だけ参加申込みできる。

(3) 参加申込みは，大会番号，会員番号で識別し，参加申込年月日を登録する。

(4) 参加申込みと同時に，エント リ枠の参加申込数も合わせて更新する。

(5) エントリ枠状態は，次のように設定する。

① エントリ枠の登録においては，初期値を‘募集前’にする。
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② 募集期間中は ‘募集中＇にする。

③ エント リ枠が先着順の場合

・募集期間が終わったら ‘参加者確定’にする。

・参加申込数が定員に達したら，募集期間中であっても ‘参加者確定’にする。

④ エントリ枠が抽選の場合

・募集期間が終わリ，参加申込数が定員以下だったら ‘参加者確定’にする。

・募集期間が終わリ，参加申込数が定員を超えていれば ‘抽選中’にし，その

後，抽選年月日に抽選を実施した上で‘参加者確定’にする。

(6) エントリ枠状態が‘募集中’の間だけ，参加申込みを受け付ける。

3.抽選結果の登録

抽選を実施したら，参加申込みに抽選結果を登録する。

4. 参加費用の入金及びポイントの付与

(1) 参加が確定したら，会員は参加毀用を支払う。

(2) A 社は，会員の参加費用の支払を確認して入金年月日を登録し，参加毀用に

対して一定割合のポイントを会員に付与する。

(3) 会員は，保持しているポイントを， 1ポイン ト＝1円として，参加費用に充て

ることができる。

(4) 会員は，ポイントを使用する場合，使用ポイントを登録し，参加賀用から使

用ポイントを差し引いた額を支払う。

〔概念データモデルと関係スキーマの設計）

B君が設計した概念データモデルを図 1に，関係スキーマを図 2に示す。
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三 三 口 口

□ 口
口

図 1 概念データモデル（未完成）

主催者（主催者番号，主催者名，代表者氏名，住所，電話番号，メールアドレス）

種目分類（種目分類コード，種目分類名）

種目（種目コード，種目名， ［こここコ ）

運営サービス（運営サーピスコード，運営サーピス名，課金単位，単価）

アイテム（アイテムコード，アイテム名）

大会（大会番号大会名， ［~，開催年月日．開催揚所都道府県コード）
大会運営サービス（大会番号，運営サービスコード）

大会アイテム（大会番号，アイテムコード）

□ 

エントリ枠（大会番号エント リ枠番号エントリ枠名，エント リ枠説明 ［ここここ］ ，定貝

参加費用，参加申込数，先沼順抽選区分，募集開始年月日，群集終了年月日，エントリ枠状態）

抽選エントリ枠（大会番号，エント リ枠番号，抽選年月日）

会貝（会只番号会貝氏名，性別，生年月日，住所，砲話番号，メールアドレス）

参加申込み（［こ三こコ ，Eここコ ，・モ塁．リ枠番号，参加申込年月日，抽選結果，

仁ニコ，ニコ
会貝ポイント（会只番号，ポイント残高）

図 2 関係スキーマ （未完成）

〔指摘事項〕

c部長は，概念データモデル及び関係スキーマに対して，次を指摘した。

・エント リ枠状態と抽選実施を決める決定表が必要である。

• この決定表は，日付が変わった時点及び参加申込受付時点で評価する。

—, _ 



この指摘を受けて作成した，日付が変わった時点及び参加申込受付時点で評価する

決定表を表 1に示す。この決定表の各条件の取リ得る値は次のとおリである。

なお，（）内に略字がある場合，表 1は略字で表す。

先着順抽選区分 ：先着順，抽選

募集期間に対する本日 ：募集期間よリも前の日（前），募集期間中（中），

募集期間よリも後の日（後）

参加申込数 ：定員未満（未満），定員以下（以下），定員到達（到達），

定員超過（超過）

抽選年月日に対する本日 ：抽選年月日よリも前の日（前），当日，

抽選年月日よリも後の日（後）

表 1 日付が変わった時点及び参加申込受付時点で評価する決定表 （未完成）

先舒順抽選区分 先培順

募集期間に対する本日

参加申込数

抽選年月日に対する本日

エントリ枠状態を

募集中＇にする

エントリ枠状態を

＇抽選中＇にする

抽選実施

エン トリ枠状態を

参 加者確定’にする

（新たな要件の追加）

1．多段階抽選方式

前

先沼順 先着順

中 中

未滴 到達

X 

X 

先荘順 抽選 抽選 抽選 抽選 抽選 抽選

後

後

X 

X 

X 

X X X X 

例えば地元優先枠，アスリート優先枠， 一般枠の三つの枠があリ，会員が地元

優先枠又はアスリート優先枠に参加申込みをして落選したら，その後に抽選を行う

一般枠の抽選対象に加えるというような多段階に抽選するサービスを新たに追加す

ることになった。

このサービスを実現するために，多段階抽選方式の仕様を次のように決定した。
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・多段階抽選の対象のエントリ枠には，後続のエントリ枠を一つ設定する。

・後続のエントリ枠が設定されたエントリ枠で落選した会員は，後続するエン トリ

枠の抽選対象に加える。

・エント リ枠の抽選ごとに抽選結果を登録する。

2. ポイント有効期限

ポイントに有効期限を設けることにした。ポイントの有効期限は，付与された日

から 1年であリ，有効期限を超過したポイントは消失する。ポイントの使用は，

有効期限の近いものから行う。

解答に当たっては，巻頭の表記ルールに従うこと。ただし，エンティテイタイプ間

の対応関係にゼロを含むか否かの表記は必要ない。また，関係スキーマの表記又は関

係スキーマに入れる属性名を答える場合， 主キーを表す実線の下線及び外部キーを表

す破線の下線を明記すること。

なお，エンティテイタイプ間のリレーションシップには“多対多＂のリレーション

シップを用いないこと。

設問 1 図 1の概念データモデル，図 2の関係スキーマについて，（1), (2)に答えよ。

(1) 図 2中の|-]__  |~「口］□□lに入れる適切な属性名を答えよ。

(2) 図 1のリレーションシップは未完成である。必要な リレーションシップを

全て記入し，図を完成させよ。

設問 2 表 1は，太枠で示した部分が未完成である。太枠外の例に倣って表を完成さ

せよ。

設問 3 〔新たな要件の追加〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 多段階抽選方式に対応できるよう，図 2の関係スキーマに次の変更を行う。

① ある関係に一つの属性を追加する。属性を追加する関係名及び追加する属

性名を答えよ。

② ある関係から一つの属性を削除する。属性を削除する関係名及び削除する

属性名を答えよ。

③ 新たに一つの関係を追加する。追加する関係の関係スキーマを答えよ。

(2) ポイント有効期限に対応できるよう，関係“会員ポイント’'を変更する。

変更後の関係の属性名を全て答えよ。

- 11 -



問2 データベースでのトリガの実装に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

オフィスじゅう器メーカの Y社は，部品の入出庫，発注を行う在庫管理システム

を構築している。

〔RDBMSの主な仕様〕

在庫管理システムに用いている RDBMSの主な仕様は，次のとお リである。

1. ISOLATIONレベル

選択できる トランザクションの ISOLATIONレベルとその排他制御の内容は，表

1のとおリである。ただし，データ参照時に FORUPDATE句を指定すると，対象

行に専有ロックを掛け， トランザクション終了時に解放する。

ロックは行単位で掛ける。共有ロックを掛けている間は，他のトランザクション

からの対象行の参照は可能であリ，更新は共有ロックの解放待ちとなる。専有ロッ

クを掛けている間は，他のトランザクションからの対象行の参照，更新は専有ロッ

クの解放待ちとなる。

表 1 トランザクシ ョンの ISOLATIONレベルとその排他制御の内容

ISOLATIONレベル 排他制御の内容

READ COMMITTED 
データ参照時に共有ロックを掛け，参照終了時に解放する。

データ更新時に専有ロックを掛け， トランザクシ ョン終了時に解放する。

REPEAT ABLE READ 
データ参照時に共有ロックを掛け， トランザクション終了時に解放する。

データ更新時に専有ロックを掛け， トランザクション終了時に解放する。

索引を使わずに，表探索で全ての行に順次アクセスする場合，検索条件に合致す

るか否かにかかわらず全行をロック対象とする。索引探索の場合，索引から読み込

んだ行だけをロック対象とする。

2. トリガ

テープルに対する変更操作（挿入 • 更新・削除）を契機に ， あらかじめ定義した

処理を実行する。

(1) 実行タイ ミング（テープルに対する変更操作の前又は後。前者を BEFOREト

リガ，後者をAFTERトリガという）を定義する ことができる。
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(2) 列値による実行条件を定義することができる。

(3) トリガ内では， トリガを実行する契機となった変更操作を行う前と後の行を

参照することができる。挿入では操作後の行の内容を，更新では操作前と操作後

の行の内容を削除では操作前の行の内容を参照することができる。参照するに

は，操作前と操作後の行に対する相関名をそれぞれ定義し，相関名で列名を修飾

する。

(4) BEFORE トリガの処理開始から終了までの同一トランザクション内では，全

てのテーブルに対して変更操作を行うことはできない。

(5) トリガ内で例外を発生させることによって，契機となった変更操作をエラー

として終了する ことができる。

〔在庫管理システムのテーブル〕

在庫管理システムの主なテープルのテーブル構造は，図 1のとお リである。索引

は，主キーだけに定義している。

生産ライン（生産ラインコード，…）

部材メーカ（部材メーカコード，会社名， ・・・）

部品（部品番号，部品名，部品単価，発注先部材メーカコード）................................... 
在庫（部品番号，実在庫数品，引当済数足，甚準在庫数位，補充ロットサイズ，発注済フラグ）

出庫要求（出庫要求番号，出庫年月日，処理状況，焦産互．f．‘只．□．E)

出庫要求明細（出庫要求番号，部品番号，出庫要求数足）

出庫（出庫番号，出庫要求番号，部品番号，出庫年月日，出庫数位）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............. 
発注（発注番号，発注年月日，．音歴租竜登，発注数位，処理状況）

入庫（入庫番号，入庫年月日，部品番号，入庫数位）．．．．．．．．．．．．． 

図 1 主なテープルのテープル構造

〔在庫管理業務の概要〕

(1) 組立工場では，複数の生産ラインが稼働し，それぞれ異なる製品を組み立てて

いる。各製品の組立てに必要な部品は倉庫に保管し，必要に応じて生産ラインに出

庫する。

(2) 部品は，部品番号で識別する。倉庫内に存在する在庫を ，実在庫と呼ぶ。この

うち，出庫対象となったものを，引当済在庫と呼ぶ。

(3) 部品の発注の方式は定量発注である。 Y 社の定旦発注では，部品ごとの実在庫
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数量から引当済数量を差し引いた値が，基準在庫数羅を下回った都度，部品ごとに

決められた部材メーカに対して，決められた数品（補充ロットサイズ）を発注する。

(4) 出庫要求では，倉庫に対して部品の出庫を要求する。“出庫要求”テープル及び

“出庫要求明細'’テーブルに出庫要求の内容を登録し，“出庫要求”テープルの処

理状況に‘要求発生’を記録する。出庫要求番号は，出庫要求の発生順に一意な連

番である。組立てに必要な複数の部品を一つの出庫要求とし， 1 トランザクション

で処理する。生産ラインごとに様々な組合せの部品を要求する。また，部品の要求

は生産ラインでの組立ての状況に応じて任意の契機で発生する。

(5) 在庫引当では，出庫要求に応じて，“出庫要求明細”テーブルに指定した部品番

号の部品について出庫要求数羅の出庫が可能かどうか判定し，出庫可能であれば

“在庫” テーブルの引当済数塁を更新する。全ての部品の在庫引当が完了したら，

“出庫要求”テーブルの処理状況を‘引当実施’に更新する。

在庫引当できない部品が存在した場合は，在庫引当を破棄して処理状況を‘引当

失敗＇に更新し，部品が入庫されるのを待って改めて出庫要求する。

(6) 出庫では，在庫引当が完了した部品を倉庫から搬出する。毎朝，“出庫要求”テ

ーブルの処理状況が‘引当実施’のものを対象に実施する。それぞれの部品の出庫

が完了したら，“在庫”テーブルの実在庫数星及び引当済数量を更新し，“出庫要求”

テープルの処理状況を ‘出庫実施’に更新する。出庫は出庫要求単位に 1トラン

ザクションで処理し，全ての部品をまとめて出庫する。

(7) 発注では，“発注”テーブルの処理状況に‘要求発生’を記録し，“在庫’'テー

ブルの発注済フラグをオンにする。

(8) 入庫では，部材メーカから納品される都度，“在庫'’テーブルの実在廊数量を更

新し，発注済フラグをオフにする。また，“発注”テーブルの処理状況を‘入庫実

施’に更新する。納品された複数の部品をまとめて， 1トランザクションで処理す

る。

〔トリガでの在庫引当処理の設計〕

出庫要求に連動した在庫引当を実行させたいので， トリガを利用するように処理を

見直すことにした。 トリガでの在庫引当処理を図 2に示す。

なお，引当失敗の場合は，出庫要求側でロールバックを行った後，“出庫要求”テ
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ーブルの処理状況を‘引当失敗’に更新する。

“- "テープルヘの行の［ここここ］ に対して， BEFORE トリガと AFTERトリ

ガを定義する。

BEFORE トリガでは， “Eここコ ＂テーブルに対して E二こコ した行の，

三：lj:p:：：~~!{;；；言言冨こ出、」三三弓こ 9」こプ9ル］、当ら可~~t:
不可能ならば契機となった変更操作を引当失敗のエラーにする。

AFTERトリガでは， 、、 ［：二こコ ＂テープルの［~ を更新する。

固2 トリガでの在庫引当処理（未完成）

〔トリガでの定羹発注の設計〕

在庫引当時の定量発注のために，発注の具体的な処理はストアドプロ シージャで用

意し， トリガから呼び出すこと にした。ス トアドプロシージャでは，“発注”テーブ

ルと‘‘在庫＂テー プルに変更操作を行う。 トリガを定義する SQLを図 3に示す。さ

らに，図 3の内容のレビューを行った。レビューでの指摘内容と対策を表 2に示す。

CR悶二塁二R[A言:::。~F 引当済数塁 ON 在庫

E 
c::LJ (CHKROW．実在庫数畳-CHKROW．引当済数景 <=CHKROW．基準在庫数盪）

BEGIN ATOMIC 

CALL PARTSORDER(CHKRO軋部品番号）；

END 

注記 1 CHKROWは，トリガを実行する契機となったテープルに対する変更操作の行を参照す

るために定義する相関名を表す。

注記2 CALL PARTSORDERは，発注を行うストアドプロシージャの呼出しを表す。

図 3 トリガを定義する SQL（未完成）

表 2 指摘内容と対策（未完成）

指摘内容 対策

在庫引当以外に ，l ぁ l でも 発注が繰リ返されないように，トリ ガ内で

"I ぃ l ＂テープルの l ぅ l列が 在庫を確認する際に， ‘‘ l ぃ l "テー

更新され，図 3で定義 したトリガが発動 プルのI え l列の値も判定に加えるこ

し，発注が繰リ返される ことになる。 とにした。
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設問 1 〔トリガでの在庫引当処理の設計）について，（1),(2)に答えよ。

(1) 図2中のI ア 1~| 力 |に入れる適切な字句を答えよ。

(2) 図2のトリガを実行するトランザクションの ISOLATIONレベルについて，

(a), (b)に答えよ。

(a) READ COMMITTEDで，複数の出庫要求が同時に発生した場合， トリガ

に起因して引当済数量が不正になることがある。どのようにして問題が発

生するか， 80字以内で述べよ。

(b) READ COMMITTEDで，（a）の問題を発生させないためには， BEFOREト

リガで行を参照する際に， どのような対策を施す必要があるか， 20字以内

で述べよ。

設問 2 〔トリガでの定量発注の設計〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 図 3中のI a |~| d |に入れる適切な字句を解答群の中から

選び，記号で答えよ。

解答群

ア AFTER

ウ FOREACH ROW 

オ NEW

イ BEFORE

工 FOREACH STATEMENT 

力 OLD

キ WHEN ク WHERE

(2) 表 2中のIぁ 卜|ーロぇ~ に入れる適切な字句を答えよ。

設問3 デッドロックについて，（1), (2)に答えよ。

(1) 出庫要求と入庫でデッドロックが発生することがある。対象のテープル名

を答えよ。

(2) (1)のデッドロックの回避策を二つ挙げ，それぞれ 50字以内で具体的に述べ

よ。
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問3 部品表の設計及び処理に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

E社は，機械メーカである。 E社では， RDBMSに構築した生産部品表（以下，部

品表という）を用いて生産管理を行っている。情報システム部門の Fさんは，新た

に配属された DB管理者のために，部品表に関する研修を担当すること になった。

〔RDBMSの主な仕様〕

(1) 索引は，ユニーク索引と非ユニーク索引に分けられる。

(2) DMLのアクセスパスは， RDBMSによって索引探索又は表探索に決められる。

(3) 索引探索に決められるためには， WHERE句の ANDだけで結ばれた一つ以上の

等値比較の述語の対象列が，索引キーの全体又は先頭から連続した一つ以上の列

に一致していなければならない。ON句の場合も同様である。

〔部品表の概要〕

部品表は，E社が製造する製品と製品を構成する部品との関係を表すものである。

Fさんは，研修で使用するために E社の製品を簡略化して表した製品 AX,AY及び

AZの構成図を図 1に示し，次のように説明することにした。

1. 品目

(1) 品目は，品番で識別し，品目ごとに在庫をもっている。

(2) 品目には，製品と ，他の部品を使って組み立てられる中間部品，単独で使わ

れる単体部品があ リ， 品目区分で分類する。例えば，図 1中の AXは製品， Pl

及びP2は中間部品， P3,P4及びP9は単体部品である。

2. 製品の構成

(1) 製品は，複数種類の部品で構成され，構成図は，階層で表現される。製品か

らの階層の深さをレベルという。製品のレベルを 0として，階陪を一つ下るごと

にレベルに 1を加算する。例えば，製品 AXを構成する部品について，レベル 1

に部品 PLP4及び P9, レベル 2に部品 P2及び P9,レベル 3に部品 P3がある。

(2) 各部品について，当該部品を使う全ての製品の構成図の中で，当該部品が出

現するレベルの最大値を，最も深い階層を示すことから，ローレベルコ ー ド

（以下，LLCという）という。例えば，図 1では，部品 P5の LLCは 1，部品
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P9の LLCは3である。

(3) ある品目が他の品目から構成される場合，当該品目を親品目といい，親品番

で識別する。また，当該親品目の一つ下のレベルの品目を子品目といい，子品

番で識別する。

(4) 親品目 1個当たリに使う各子品目の個数を構成数という。例えば，製品 AXの

製造に使う各部品の構成数は，次のとおリである。

① 製品 AXは， 1個当たリ，部品 Plを2個，部品 P4, P9をそれぞれ 1個ずつ

使う。

② 部品 Plは， 1個当たり，部品 P2,P9をそれぞれ 1個ずつ使う。

③ 部品 P2は， 1個当たリ，部品 P3を2個使う。

AX AY AZ 

l I l I 
I 

I I | 
Pl (2) P4 (1) P9 (1) P5 pg P3 P7 

l 
I 

I 

詈
l 

l 
I 

P2 (1) P9 (1) P2 P4 

I I 

P3 (2) P3 

I 
pg 

注記 製品 AXの各部品の（）内の数字は，当該部品の親品目 1個当たリに使う当該部

品の構成数を示す。製品 AY及びAZの部品については構成数を省略している。

図 1 製品 AX, AV及び AZの構成図（未完成）

3. 主なテーブルのテーブル構造

E社が生産管理に用いている主なテーブルのテープル構造を図 2に示す。図 1に

基づいて登録した“品目”テープルの行を表 1に，‘‘構成”テープルの行を表 2に

示す。

なお，各テープルには主索引だけが定義されている。索引キーが複合列の場合，

テープル構造に示した列の順番で定義される。

品目 （且旦， 品名， 品目区分， LLC,・・・）

構成（塁毎翌，エ辿旦，構成数，…）

在庫 （邑星，在庫数， 引当可能数， ・・・）

図 2 主なテープルのテーブル構造（一部省略）
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表 1 “品目”テーブルの行（一部省略） 表 2 ‘‘構成”テープルの行（未完成）

品番 品名 品目区分 LLC ... 親品番 子品番 構成数 ．．． 

AX AX 製品

゜
．．． AX Pl 2 ．．． 

AY AY 製品

゜
... AX P4 1 ... 

AZ AZ 製品

゜
... AX pg 1 ，．． 

Pl Pl 中間部品 1 ．．． AY PS 1 ... 

P2 P2 中間部品 2 ... AY pg 1 ．．． 

P3 P3 単体部品 3 ... AZ P3 1 ... 

P4 P4 単体部品 2 ... AZ I 工 I 2 ．．． 

P5 P5 ．．． AZ pg 2 ... 

P6 P6 ... Pl P2 l ・・ ・

P7 P7 ... Pl pg 1 ．．． 

P8 P8 ．．． P2 P3 2 ．．． 

P9 P9 単体部品 3 ．．． P5 P3 1 ... 

注記網掛け部分は表示していない。 P5 P6 1 ... 

P6 P8 1 ... 

P6 pg 1 ... 

l ォ l I ヵ I 1 ．．． 

P7 P4 1 ... 

〔部品表に対する基本的な処理〕

l．正展開処理，逆展開処理及び所要量計算処理の概要

Fさんは，部品表に対する三つの基本的な処理として，正展開処理，逆展開処理

及び所要旦計算処理を挙げた。

(1) 正展開処理は，親品目がどの子品目を使っているかを ，階屈を上から下に 1

階陪ずつたどることで調べる。

(2) 逆展開処理は，子品目がどの親品目に使われているかを，正展開処理とは逆

に，階屁を下から上に 1階眉ずつたどることで調べる。逆展開処理は，ある部品

が廃番になったとき，その部品がどの品目に影響するかを調べるときなどに行

われる。

(3) 所要量計算処理は，製品の生産計画に基づいて，各製品の製造に必要な部品

の所要呈を計算し，計算した所要量を部品の引 当可能数から差し引くことで，

在庫を引き当てる。

2.正展開処理，逆展開処理及び所要旦計算処理に用いる SQL
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Fさんは，部品表に対する三つの基本的な処理に用いられる SQLの構文の例を，

表 3に示した。

表 3 SOLの構文の例（未完成）

SQL 上段 ：SQLの目的， 下段： SQLの構文

正展開処理において，図 1中の製品 AZを構成する部品のうち， レベル 2までの部品ご

との品番と所要星を調べる。

SELECT PNUM, SUM(QTY) SUMQTY FROM ( 

SELECT子品番 PNUM,構成数QTYFROM構成 WHERE親品番＝’AZ'

SQLl UNION ALL 

SELECT L2．子品番 PNUM,L2．構成数＊L1．構成数QTYFROM構成 L1

JOIN構成 L2ON L 1. I a I = L2.I b l 
WHERE Ll．親品番＝＇ AZ') TEMP 

GROUP BY PNUM ORDER BY PNUM 

逆展開処理において， レベル2に部品pgを使っている全ての製品の品番を調べる。

SQL2 
SELECT L1．親品番 FROM構成 L2JOIN構成 L1 ON L2. I C I = L 1. I d l 

JOIN品目 ONL1．親品番＝品番

WHERE L2.子品番＝＇ P9'ANDLLC=0 

HPNUMに指定した品目の一つ下の レベルの全ての部品について，品番，構成数及び品

目区分を調べる。ここで，当該品目の一つ下のレベルの値を， HLLCに設定する。
SQL3 

SELECT子品番，構成数，品目区分 FROM構成JOIN品目 ON子品番＝品番

WHERE親品番＝：HPNUMAND LLC>=:HLLC ORDER BY子品番

HPNUMに指定した部品について，所要凪を HQTYに設定し， 在庫の引当可能数を更新

SQL4 する。

UPDATE 在庫 SET 引当可能数＝引当可能数— :HQTY WHERE品番＝：HPNUM

注記 HPNUM, HLLC及びHQTYは，ホスト変数である。

＇ 

〔所要呈計算処理プログラムの概要］

所要呈計算処理プログラムは，表 3中の SQL3及び SQL4を用いる。 Fさんは，製

品を N個製造する場合の所要量計算処理プログラムの処理手順を，表 4に示した。

なお，当該処理は，次の前提で行うものとする。

(1) 各部品の所要量の計算は， SQL3を用いて調べた構成数に基づいて，プログラム

のロジックで行う。

(2) ISOLATIONレベルは， READCOMMITTEDとする。

(3) 製品が複数ある場合，製品の品番順に，製品ごとに手順①～⑥を繰リ返す。

(4) 在庫は，適切に管理されているので，引当可能数が負の数になることはない。
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表 4 所要量計算処理プログラムの処理手順

手順 処理

手順①
製品の品番を設定した SQL3を用いて，当該製品の一つ下のレベルの全ての部品につい

て品番，構成数及び品目区分を調べる。

手順①で調べた全ての部品について，部品ごとに製品を N個製造するために必要な当該

手順② レベルでの所要屈を計算し，その所要屈を設定した SQL4を用いて，在庫の引当可能数

を品番順に更新する。

前の手順（手順②又は⑤）で在庫を引き当てた全ての部品について，部品ごとに部品の

手順③ 品番を設定した SQL3を用いて，当該部品の一つ下のレベルの部品の品番，構成数及び

品目区分を調べる。

手順④
手順③を実行した結果， 一つでも部品が存在すれば手順⑤に進み，なければ手順⑥に進

む。

手順③で調べた全ての部品について，部品ごとに製品を N個製造するために必要な当該

手順⑤ レベルでの所要凪を計勾し，その所要凪を設定した SQL4を用いて，製品ごとレベルご

と部品ごとに，在庫の引当可能数を品番順に更新し，手順③に戻る。

手順⑥ COMMIT文を発行し，他に処理すべき製品があれば手順①に戻リ，なければ終了する。

〔Fさんの研修内容に対する K部長の指示〕

表 4について，K部長から次のような指示があった。

指示 1 表 4中の手順③の SQL3の発行回数を減らすために，手順①及び③の

SQL3で部品の品目区分を調べている。その理由を説明すること。

指示 2 品目の設計変更において，例えば製品 AXの部品 P3を新部品 Pllに

置き換えるべきところ，誤って部品 Plを“構成＂テ ーブルに登録して

しまった場合， SQL3の構文中に下線部分の述語が指定されていなけれ

ば，プログラムは不具合を起こすことを説明すること。

指示 3 製品は多品種なので，スループット向上のために所要旦計算を製品ごと

に分割して並行処理している。しかし，表 4の処理手順のままではデッ

ドロックが起きるので，プログラムを改良したことを説明すること。

設問 1 図 1及び表2について，（1),(2)に答えよ。

(1) 図 1中の|_テ_|~|_ぅ_|に入れる適切な字句を答えよ。

(2) 表 2 中の「―王＿l ~［~に入れる適切な字句を答えよ。

設問 2 〔部品表に対する基本的な処理〕の正展開処理について，（1),(2)に答えよ。

(1) 表 3中の SQLm | a |, | b |に入れる適切な字句を答えよ。
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(2) 製品 AZを 1個製造するのに必要な，部品 P2,P3及び P4の所要量をそれ

ぞれ答えよ。

設問3 〔部品表に対する基本的な処理〕の逆展開処理について，（1),(2)に答えよ。

(1) 表 3中の SQL2の|-LJ,「口］／：］ に入れる適切な字句を答えよ。

また， SQL2を用いて得られる図 l中の製品の品番を全て答えよ。

(2) SQL2が参照する全てのテーブルのアクセスパスは，索引探索に決められる

ようにしたい。‘‘構成＂テーブルにユニーク索引を追加する場合，その索引を

構成する全ての列名を定義順に答えよ。

設問4 〔Fさんの研修内容に対する k部長の指示〕について’(1)~(4）に答えよ°

(1) 指示 1に対して，なぜ部品の品目区分を調べれば， SQL3の発行回数を減ら

すことができるのか，その理由を 30字以内で述べよ。

(2) 指示 2に対して，プログラムが起こす不具合とは，処理がどのようになる

ことか， 20字以内で述べよ。

(3) 指示 3で述べられたデッドロックについて， Fさんは，図 1の製品 AXと

AZの間で起きるデッドロックの一つのケースを，ケース 1として図 3に示し，

デッドロックに関わる 2種類の部品の組合せを丸印で囲んだ。図 3に倣って，

他にデッドロックが起きるケースをケース 2として，図 4を完成させよ。

AX AZ AX AZ 

l | I I I l I | I I I 

Pl P4 ⑲ ⑮ P7 ⑲ Pl P4 P9 P3 P7 P9 

「 「 「 「
P2 P9 P2 P4 P2 P9 P2 P4 
I I l I 

R P3 P3 P3 

図 3 デッドロックのケース 1 図4 デッドロックのケース2（未完成）

(4) 指示 3に対して，Fさんは，プログラムの改良について，次のように説明し

た。 “SQL4を，製品ごとレベルごと部品ごとに実行するのではなく，製品ご

と部品ごとに集計した所要量をホスト変数 HQTYに設定してから表 4の手順

⑥の前に実行するように，手順②～⑤を改良しました。”

この説明に加えて，複数回の SQL4をどのように実行するべきか， 20字以

内で述べよ。
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〔メモ用紙〕
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6. 退室可能時間中に退室する場合は，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収

されてから静かに退室してくださ い。

I 退室可能時間 | 13:10~ 13:50 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈 してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。 ただ し，問題冊子を切 リ離し

て利用する ことはできません。

9. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限リます。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又は HB), 鉛筆削り ，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラブル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），

ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

10.試験終了後， この問題冊子は持ち帰ることができます。

11. 答案用紙は，いかなる場合でも提出 して ください。同収時に提出しない場合は，

採点されません。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなった り，気分が悪くなったリした場合は，手を

挙げて監督員に合図してください。

13.午後I]の試験開始は 14:30ですので， 14:10までに着席してくださ い。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及び Rを明記していません。

c2019 独立行政法人情報処理推進機構
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